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　先程、ご紹介いただいた若井と申します。創価学園・東京創価小学校の建設の時、
幸いなことに創立者池田大作先生とともに建設に携わらせていただいたことが、自身
の教師としての人生の原点となっております。そのことから、今回一貫教育の立場か
ら「現代の教育的課題と創価教育」について、体験的にお話しさせていただきたいと
思います。小山先生のお話しにございましたが、創立者も慶応義塾における一貫教育
のシステムについて参考にされて、この創価学園の一貫教育を創設されたのだと思い
ます。昨年、5０周年を迎えた創価学園は中学・高校をスタートとしまして、小学校、
幼稚園、それも関西・東京・札幌と5０年を経て姉妹校として香港・シンガポール・マ
レーシア・韓国・ブラジルと設立されてまいりました。私が奉職した昭和54年（1979
年）以来、創立者の児童生徒に対する振る舞い、指導を通じて学んでまいりましたこ
とをご紹介することが一貫教育の成果をお話しすることになると思いまして、今回の
パネラーをお引き受けいたしました。
　小山先生がご指摘された「理念の共有」ということでは、創立者の学園創立の理念
の元、教職員が児童生徒の幸せとは何かを常に考え、心を合わせ、目の前の児童生徒
一人ひとりを大切に日々の授業に取り組んでまいりました。創立者は「ひとりを大切
に」という姿に徹しておられました。私が担任させていただいたＴさんは、片足が義
足で通学に 1 時間3０分ほどかかったでしょうか。彼女がいじめられないように、とに
かく、私は「負けるな」「頑張れ」と励ましてきたと思います。あるとき創立者が1０
歳の彼女にヘレンケラーとナイチンゲールの話を通して激励してくださったことがあ
ります。これは、私の教育観が一変した出来事でした。私は、創立者も彼女に自身の
障害というハンディキャップに対して「苦難に負けるな」というご指導をされるので
はないかと考えておりましたが、創立者はまったく違っておりました。このことは小
説「新・人間革命」若芽の章に記していただいたことですが、創立者は、彼女に「ヘ
レンケラーの偉大なところは、自分の不幸を人類の幸福に変えたことだよ」と語って
くださったのです。本当に私は目が覚めました。「一人のひとを大切にし励ます」と
は、励まされた人が未来に渡って希望を持って自身の使命に生ききるようにすること
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なんだと教えていただきました。そこには絶対的な人間としての平等と尊厳の温かい
眼差しがありました。
　また、ある入学式のことです。満開の桜が新入生を迎えてくれておりました。創立
者は祝福のスピーチの合間に突然「さくらって、なんでさくらって言うのか知って
る？」とみんなに問いかけられたのです。児童生徒、保護者およそ2０００人ほどの皆さ
んが聞いておられた学園の体育館の中で、突然の質問にもかかわらず何人もの生徒が
手を挙げました。私は「学術名はなんていうのか？うーん」と考え込んでしまいまし
たので、すぐ手を挙げた生徒の皆さんを見て、「さすが学園生、しっかり勉強してい
る」と思いました。創立者が指名した生徒が「咲こうとするからです」と答えたので
す。創立者は「なるほど！」と感心して聞いてくださいました。ところが、次の生徒
が指名されたときもほぼ同じ回答、三人目の生徒も殆ど同じ回答だったのです。創立
者はそれぞれに「凄いね！」「そうか！」と感心してその答えを聞いてくださってお
りましたが、私は内心「同じ答えだったら手を挙げないで欲しい。創立者のスピーチ
の時間が少なくなる」との思いでおりました。正に、「正解は何か？」と問う、教師
そのものの心でその様子を拝見しておりました。
　創立者の真意を理解することができたのは後日、神奈川新聞（2００8年 3 月31日）に
創立者が寄せられた寄稿を読んだときでした。創立者は寄稿の中で「青年は教えられ
るより刺激されることを欲する」と、ゲーテの格言を引かれ、「対話の極意。それは
相手を、相手を尊敬することであり、まず耳を傾けることであり、相手から学ぼうと
すること」｢入学式でなぜ『さくら』というのか尋ねてみた。元気よく手を挙げた 3
人の生徒が『力強く咲くからです』『爛漫と咲くからです』『冬を耐え抜いて咲くから
です』と答えてくれた。『さくら』という名前自体に『咲く』という強い意志が秘め
られていることを、伸びゆく詩人たちは鋭敏に直観している。｣ とありました。自分
はなんと浅はかな視点でしか児童生徒を見ていなかったのだろうかと猛省した出来事
でした。成長への意志という点で、一人ひとりの児童生徒が持ち、伸びよう伸びよう
と頑張っていることを創立者は感じ取ってスピーチされたのだと後日実感した次第で
す。徹してどこまでも一人を大切に、一人ひとりの子ども達の中に偉大な可能性が秘
められているということを信じてくれる教育環境、教師の存在が大切であると言う根
本精神、それは、小学校、中学校、高校と成長していく過程にあっても変わらない学
園の底流に流れているものです。
　創立者が示された【学園の 5 原則】生命の尊厳　人格の尊重　友情の深さ・一生
涯の友情　暴力の否定　知的・知性的人生たれ！（1998年 8 月28日）【合言葉】先輩
は後輩を弟・妹のようにかわいがって大切にしていかねばならない　後輩は先輩を
兄・姉のように尊敬していかねばならない　絶対に暴力やいじめを許してはならない
（1999年11月18日）この指針は一人ひとりの児童生徒の成長の意志を大切にするとと
もに安心して学業に励めるように、思春期にありがちな不安の除去を為している指標
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でもあると思います。
　創立者とともに鼎談させていただいた折には、教育は「今日行く」ともいえる、気
づいたときに始めればいい、教育に手遅れは無いよとも話しておられました。この創
立者の深い思いによって、一日一日、一年一年、世界市民を育む創価一貫教育の歴史
が築かれてきました。その特徴は、先輩後輩の絆が強いこと、知的・知性的人生たれ
とのモットーを自分のものとして学びに徹している、そして、どんな大変なことにで
あっても不屈の「負けじ魂」で頑張っていること、語学を駆使し地球的視野で社会貢
献をしようとする志が高いこと、何よりも父母をはじめ自分を育ててくれた人への感
謝の心を持つ母校愛の卒業生がいること、無名であってもたくさんの友情で結ばれた
学び舎であること、であるとこれまでの経験を踏まえて感じていることです。その創
価学園に縁深く集い合えた栄誉に心より感謝しております。ご清聴ありがとうござい
ました。
